
朝鮮通信使コーナー�

　平成23年は、最後の朝鮮通信使（第12回目：1811年）が来日してから200周年です。�
対馬市では、これを記念し「朝鮮通信使ゆかりのまち全国交流会対馬大会」をはじめ朝鮮通信使に係る様々
な催しを計画しております。�
　江戸時代に日本と朝鮮との間で行われた日朝外交及び当時の対馬藩が果たした重要な役割を改めて皆様に
ご紹介するため、今月から「朝鮮通信使コーナー：“海道をゆく”」を新設しました。�
「朝鮮通信使」を通して、対馬の歴史・人など郷土の誇りを探してみましょう。�
　第1回目は、「朝鮮通信使」のあらましと今年１年のスケジュールをご紹介します。�

　朝鮮国と日本は古代から交易が盛んに行われていました　朝鮮国と日本は古代から交易が盛んに行われていましたが、豊臣秀吉の朝鮮侵略によりが、豊臣秀吉の朝鮮侵略により国交が途絶えてし国交が途絶えてし
まいましたまいました。�
　江戸幕府（徳川家康）は、途絶えた国交を回復しようと　江戸幕府（徳川家康）は、途絶えた国交を回復しようとして、対馬藩をなかだちにし交して、対馬藩をなかだちにし交渉を重ねた結果、渉を重ねた結果、
1607年に朝鮮国王は日本に使節を派遣してきました年に朝鮮国王は日本に使節を派遣してきました。�
　これが江戸時代の朝鮮通信使の始まりです。通信使は徳川将軍の代替わりの度に派遣され、1811年までの
約200年間に年間に12回来日しました回来日しました。�
　漢城（現在のソウル）を出発した使節団は、釜山港出帆　漢城（現在のソウル）を出発した使節団は、釜山港出帆のあと対馬を経由して、瀬戸内のあと対馬を経由して、瀬戸内海を通り江戸（東京）海を通り江戸（東京）
までをまでを5～8ヶ月かけて往復しましたヶ月かけて往復しました。�
　対馬藩は、倭館（現在の釜山）でこの使節団を迎え、江　対馬藩は、倭館（現在の釜山）でこの使節団を迎え、江戸までの道のり（往路・復路と戸までの道のり（往路・復路とも）を警護・案内も）を警護・案内
しましたしました。�
　通信使一行は　通信使一行は400400～500500名にも及び、学者・文人・医者・画家なども選ばれており名にも及び、学者・文人・医者・画家なども選ばれており、詩・書画など文化交、詩・書画など文化交
流をはじめ学問、海外情報聴取等が盛んに行われました流をはじめ学問、海外情報聴取等が盛んに行われました。�
　通信使が通った江戸までの行程には、今でも様々な史跡　通信使が通った江戸までの行程には、今でも様々な史跡や書・伝承文化などが伝えられや書・伝承文化などが伝えられており、韓流ブーており、韓流ブー
ムの現在ムの現在｢朝鮮通信使朝鮮通信使｣は全国的にも脚光を浴びるようになってきましたは全国的にも脚光を浴びるようになってきました。�
　対馬では、　対馬では、｢朝鮮通信使朝鮮通信使｣の意義や重要性に早くから着目し、昭和の意義や重要性に早くから着目し、昭和53年から年から8月開催の厳原港まつり（対馬月開催の厳原港まつり（対馬
アリラン祭）で朝鮮通信使行列の再現を行い、更には通信アリラン祭）で朝鮮通信使行列の再現を行い、更には通信使にゆかりのある日本国内の自使にゆかりのある日本国内の自治体や団体に呼び治体や団体に呼び
かけをし、全国組織であるかけをし、全国組織である｢朝鮮通信使縁地連絡協議会（略称：縁地連）朝鮮通信使縁地連絡協議会（略称：縁地連）｣を平成を平成7年に立ち上げました年に立ち上げました。�
　毎年、全国大会が開催されており、今年は　毎年、全国大会が開催されており、今年は11月に対馬で開催します月に対馬で開催します。�
�
�
　対馬市では、最後の通信使来日　対馬市では、最後の通信使来日200200周年を記念し、朝鮮通信使関連イベントを開催するため、周年を記念し、朝鮮通信使関連イベントを開催するため、平成平成2222年5
月に市民団体の皆様のご協力により実行委員会を立ち上げ月に市民団体の皆様のご協力により実行委員会を立ち上げ事業計画を協議してきました事業計画を協議してきました。�
　現在までに、現在までに、決まっている朝鮮通信使関連行事をご紹介します決まっている朝鮮通信使関連行事をご紹介します（一部例年実施されている行事等もご紹介します）（一部例年実施されている行事等もご紹介します）。�
●４月●４月1日～日～5月20日…第３次第３次21世紀の朝鮮通信使「ソウル世紀の朝鮮通信使「ソウル-東京　日韓友情ウオーク」東京　日韓友情ウオーク」�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主催：縁地連、日本ウオーキング協会、韓国体育振興会主催：縁地連、日本ウオーキング協会、韓国体育振興会�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内容内容：かつて朝鮮通信使が歩いたソウ：かつて朝鮮通信使が歩いたソウル・東京間を東京間を50日間かけて踏破します日間かけて踏破します。�
　　　　　　　　　　　　　　対馬には４月　　　　　　　　　　　　　　対馬には４月22日に到着、４月日に到着、４月24日に出発します日に出発します。�
●５月●５月…………………………………………朝鮮通信使祭り－朝鮮通信使パレード朝鮮通信使祭り－朝鮮通信使パレード�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主催：主催：（韓国）釜山文化財団韓国）釜山文化財団�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 内容内容：韓国釜山市で開催されるこの祭りは：韓国釜山市で開催されるこの祭りは、朝鮮通信使パレードをはじめ日本国内か朝鮮通信使パレードをはじめ日本国内か
　　　　　　　　　　　　　　らもたくさんの芸能団が参加します。対馬からは毎年約20名が対馬武士団と
　　　　　　　　　　　　　　して参加協力しています。　　　　　　　　　　　　　　して参加協力しています。３月頃参加者を募集します３月頃参加者を募集します。�
●８月７日●８月７日………………………………厳原港まつり対馬アリラン祭での朝鮮通信使行列再現厳原港まつり対馬アリラン祭での朝鮮通信使行列再現�
　　　　　　　　　　　主催：朝鮮通信使行列振興会　　　　　　　　　　　主催：朝鮮通信使行列振興会�
　　　　　　　　　　　内容：第8次（1711年）の江戸城途上の朝鮮通信使を再現したもので、当時の衣装
　　　　　　　　　　　　　　を着て厳原市内をパレードする厳原港まつりのメインイベント。韓国の舞踊団
　　　　　　　　　　　　　　も参加します。パレード参　　　　　　　　　　　　　　も参加します。パレード参加者は、加者は、7月頃募集します月頃募集します。�
●11月5日、日、6日………………朝鮮通信使ゆかりのまち全国交流会対馬大会朝鮮通信使ゆかりのまち全国交流会対馬大会�
　　　　　　　　　　　主催：　　　　　　　　　　　主催：2011朝鮮通信使ゆかりのまち全国交流会対馬大会実行委員会朝鮮通信使ゆかりのまち全国交流会対馬大会実行委員会�
　　　　　　　　　　　内容：シンポジウム、市民劇団ミュージカル、日韓芸能交流、万松院まつり同時開催、
　　　　　　　　　　　　　　朝鮮通信使行列再現、易地　　　　　　　　　　　　　　朝鮮通信使行列再現、易地聘礼の儀再現、フィールドワー聘礼の儀再現、フィールドワーク他�
　（10～11月の関連行事）月の関連行事）�
　　特別史料展、縁地観光物産展、日韓交流歌謡大会　　特別史料展、縁地観光物産展、日韓交流歌謡大会、朝鮮通信使訳官使慰霊祭朝鮮通信使訳官使慰霊祭、小・中・高校生絵画高校生絵画・作品展他作品展他�
　（その他の取組その他の取組）�
　　朝鮮通信使壁画描画、通信使講座（一般向け、中高生　　朝鮮通信使壁画描画、通信使講座（一般向け、中高生向け）開催他向け）開催他�
�
　　※行事日程や内容は、事情により変更となる場合もあ　　※行事日程や内容は、事情により変更となる場合もありますります。�

　朝鮮国と日本は古代から交易が盛んに行われていましたが、豊臣秀吉の朝鮮侵略により国交が途絶えてし
まいました。�
　江戸幕府（徳川家康）は、途絶えた国交を回復しようとして、対馬藩をなかだちにし交渉を重ねた結果、
1607年に朝鮮国王は日本に使節を派遣してきました。�
　これが江戸時代の朝鮮通信使の始まりです。通信使は徳川将軍の代替わりの度に派遣され、1811年までの
約200年間に12回来日しました。�
　漢城（現在のソウル）を出発した使節団は、釜山港出帆のあと対馬を経由して、瀬戸内海を通り江戸（東京）
までを5～8ヶ月かけて往復しました。�
　対馬藩は、倭館（現在の釜山）でこの使節団を迎え、江戸までの道のり（往路・復路とも）を警護・案内
しました。�
　通信使一行は400～500名にも及び、学者・文人・医者・画家なども選ばれており、詩・書画など文化交
流をはじめ学問、海外情報聴取等が盛んに行われました。�
　通信使が通った江戸までの行程には、今でも様々な史跡や書・伝承文化などが伝えられており、韓流ブー
ムの現在｢朝鮮通信使｣は全国的にも脚光を浴びるようになってきました。�
　対馬では、｢朝鮮通信使｣の意義や重要性に早くから着目し、昭和53年から8月開催の厳原港まつり（対馬
アリラン祭）で朝鮮通信使行列の再現を行い、更には通信使にゆかりのある日本国内の自治体や団体に呼び
かけをし、全国組織である｢朝鮮通信使縁地連絡協議会（略称：縁地連）｣を平成7年に立ち上げました。�
　毎年、全国大会が開催されており、今年は11月に対馬で開催します。�
�
�
　対馬市では、最後の通信使来日200周年を記念し、朝鮮通信使関連イベントを開催するため、平成22年5
月に市民団体の皆様のご協力により実行委員会を立ち上げ事業計画を協議してきました。�
　現在までに、決まっている朝鮮通信使関連行事をご紹介します（一部例年実施されている行事等もご紹介します）。�
●４月1日～5月20日…第３次21世紀の朝鮮通信使「ソウル-東京　日韓友情ウオーク」�
　　　　　　　　　　　主催：縁地連、日本ウオーキング協会、韓国体育振興会�
　　　　　　　　　　　内容：かつて朝鮮通信使が歩いたソウル・東京間を50日間かけて踏破します。�
　　　　　　　　　　　　　　対馬には４月22日に到着、４月24日に出発します。�
●５月……………………朝鮮通信使祭り－朝鮮通信使パレード�
　　　　　　　　　　　主催：（韓国）釜山文化財団�
　　　　　　　　　　 内容：韓国釜山市で開催されるこの祭りは、朝鮮通信使パレードをはじめ日本国内か
　　　　　　　　　　　　　　らもたくさんの芸能団が参加します。対馬からは毎年約20名が対馬武士団と
　　　　　　　　　　　　　　して参加協力しています。３月頃参加者を募集します。�
●８月７日………………厳原港まつり対馬アリラン祭での朝鮮通信使行列再現�
　　　　　　　　　　　主催：朝鮮通信使行列振興会�
　　　　　　　　　　　内容：第8次（1711年）の江戸城途上の朝鮮通信使を再現したもので、当時の衣装
　　　　　　　　　　　　　　を着て厳原市内をパレードする厳原港まつりのメインイベント。韓国の舞踊団
　　　　　　　　　　　　　　も参加します。パレード参加者は、7月頃募集します。�
●11月5日、6日………朝鮮通信使ゆかりのまち全国交流会対馬大会�
　　　　　　　　　　　主催：2011朝鮮通信使ゆかりのまち全国交流会対馬大会実行委員会�
　　　　　　　　　　　内容：シンポジウム、市民劇団ミュージカル、日韓芸能交流、万松院まつり同時開催、
　　　　　　　　　　　　　　朝鮮通信使行列再現、易地聘礼の儀再現、フィールドワーク他�
　（10～11月の関連行事）�
　　特別史料展、縁地観光物産展、日韓交流歌謡大会、朝鮮通信使訳官使慰霊祭、小・中・高校生絵画・作品展他�
　（その他の取組）�
　　朝鮮通信使壁画描画、通信使講座（一般向け、中高生向け）開催他�
�
　　※行事日程や内容は、事情により変更となる場合もあります。�

「朝鮮通信使」とは？�

平成23年の朝鮮通信使関連行事�

広報つしま13

【問い合わせ】 観光物産推進本部　☎0920（53）6111


